
常磐東小学校 校長だより 

つねなる いわ seasonⅡ 

令和 ４年 ２月１０日(木) 

           その２ 

二 年 度 岡 

 ◇ 学校【沿革史】を 紐解いて❼  沿革史第 3集 S54～S62  

左:第3集 S54-S62 右:第 1集 M25-S35 

 

 時代の異なる 1集と 3集の 2冊を

並べてみた。 

永年保存 のラベルといい、沿革史の 

表題といい、そっくり。第 2集も同様。 

 つまりこれは、第 3 集の記録者が、

１集と 2集の表装を改めて作り直した

ことを表している。 

 

 沿革史第 3 集の記録者、それまでの沿革史をまとめ直したのは、

第3集が始まる昭和54年4月に着任された第18代校長の 加藤義

夫 先生、ご本人であるのは間違いない。 

 

 表紙にあるように、先生は非常に達筆。そして記録も、表

紙と同様の丁寧な楷書で力強く、筆墨
ひ つ ぼ く

で記されている。 

 昭和 58年 4月に山中小学校長として着任されるまで、

4年間ずっとである。 

 

 驚くべきは、表紙を開いた中表紙の記録。 
 

【沿革史の記載について】 

沿革史は永年保存されるべきものであり、その記録については、 

  消滅などの心配のない筆墨による方法が最適であると思う。 

    巧拙は別として、後世に残されるものであることを念頭に置いて 

  誠心誠意 事実にもとづいて 筆墨により書き記しておくべきものである。 

 

文末に記名は無いが、 

加藤義夫 との文字が見えてきそうな強い文だ。 



 昭和 36年から始まる第 2集では、万年筆によるペン書きが主体で、筆墨による記

録はない。それどころか、加藤校長が着任される前の 2年間と所々にある一部の記録

は、当時に出回り始めた「日本語タイプライター」使用の記載が残る。 

 便利さを優先するこの状況を危惧された加藤校長先生が、筆墨による記録を強く主

張されたと考える。と同時に、加藤校長先生は本校への着任当初に【沿革史】を紐解

き、学校の歴史に目を通されたこともわかる。これらを受けての中表紙の記録なのだ。 

 

 中表紙の裏面は左の記載。 

【学校沿革史の記入について】 

つまり、記載における注意点

である。 

 

 そして第2集の昭和46年

で見つけたのが右の記載。 

これを改めたのが、加藤先生

による左の記載なのだ。 

 

 

 そして、注意点の文末に添え書きされた赤□内の「新たなる一文」。 

   記載については項目の羅列ではなく 具体的に文章で記述すること 
 

昭和 53年と54年について、実際の記録（記述）の一部を比較してみる。 

昭和53年 10月と 11月 昭和54年 10月と 11月 

10/22 運動会 

       ： 

       ： 

       ： 

       ： 

       ： 

       ： 

       ： 

       ： 

       ： 

11/15  小牧空港 犬山恐竜展 

        

10/21   秋季大運動会 
      好天に恵まれ、学区あげての盛大な運動会であった。 
        ： 
24～26  第二十八回全国へき地教育研究大会 
      三河部を中心に十三の分科会場校をもうけ、第三日目の全体 
      会場を岡崎市の市民会館とし、三日間にわたり、全国からの 
      へき地関係者を集めて開催された。本校もへき地ではないが 
      複式校であるため、市内の複式三校（常磐東、常磐南、恵田） 
      と共に参加し、主として全体会場の設営と運営にあたった。 
        ： 
11/2    社会見学（秋の遠足） 
      全校 1台のバスで渥美半島へ。蔵王山にのぼり、伊良湖へ。 
      恋路ケ浜で昼食をとり、打ち寄せる波とたわむれて楽しい一日 

を過ごし、帰途についた。 

 ご覧のように、加藤校長は有言実行。これが4年間継続される。 

さらに、昭和62年度まで至る沿革史第三集の記載は、全て筆墨による記述。第18代

加藤校長の思いを 19代 都築 泉 校長と 20代 野村鉦吉 校長が受け継いでいった。 


